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文
殊
菩
薩
獅
子
座

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
、
竹
林
寺
で

は
50
年
に
一
度
の
本
尊
文
殊
菩
薩
の
ご
開

帳
の
正
当
年
を
迎
え
、
春
秋
二
期
計
２
ヶ

月
に
わ
た
り
ご
開
帳
行
事
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

　

竹
林
寺
の
本
尊
文
殊
菩
薩
は
神
亀
元

（
７
２
４
）
年
、
当
寺
を
開
創
し
た
僧
・

行
基
に
よ
り
謹
刻
さ
れ
た
霊
像
と
伝
え
ら

れ
、
４
人
の
侍
者
を
従
え
た
文
殊
五
尊
像

形
式
の
中
で
は
わ
が
国
最
古
の
作
例
と
さ

れ
５
体
と
も
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

文
殊
菩
薩
は
獅
子
に
騎
乗
す
る
姿
を
と

り
、
当
寺
の
文
殊
菩
薩
像
は
こ
れ
ま
で
江

戸
時
代
中
期
に
造
ら
れ
た
獅
子
座
に
載
っ

て
い
ま
し
た
が
、
秋
の
ご
開
帳
で
は
お
よ

そ
３
０
０
年
ぶ
り
に
本
尊
造
顕
と
と
も
に

造
ら
れ
た
こ
の
獅
子
座
に
騎
乗
し
開
帳
さ

れ
ま
し
た
。

　

楠
の
一
材
か
ら
彫
成
さ
れ
た
こ
の
獅
子

座
は
大
き
な
目
に
小
さ
な
耳
、
大
き
く
開

い
た
口
と
、
簡
素
な
が
ら
ど
こ
と
な
く

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
獅
子
、
す
な
わ
ち
ラ
イ
オ
ン
の
こ
と

な
ど
知
る
術
も
な
か
っ
た
１
２
０
０
年
前

の
日
本
人
の
豊
か
な
想
像
力
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
獅
子
座
は
こ
の
度
の
ご
開

帳
を
機
に
秘
仏
の
本
尊
と
と
も
に
本
堂
厨

子
内
で
祀
ら
れ
、
今
後
ご
覧
い
た
だ
け
る

の
は
次
回
ご
開
帳
時
の
２
０
６
４
年
と
な

り
ま
す
。（
竹
林
寺
宝
物
館　

海
老
塚
和
秀
）

contents

土
佐
の
文
化
財

◀文殊菩薩獅子座
平安時代　国重要文化財　木造
高さ（足下から頭頂まで）74.5㎝
竹林寺所蔵（高知県高知市）
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●
新
資
料
館

　

高
知
城
麓
の
高
知
財
務
事
務
所
跡
地
に
整

備
を
進
め
て
い
る
新
資
料
館
の
建
築
工
事

が
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
７
月
に
着
工

し
ま
し
た
。
工
事
は
当
初
の
計
画
通
り
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
12
月
に
は
新
資
料
館
の
正

式
名
称
を『
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
』

と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
開
館
は
平

成
29
（
２
０
１
７
）
年
春
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館

で
は
、
新
館
の
核
と
な
る
山
内
家
資
料
な
ど

の
移
転
準
備
の
た
め
、平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
度
か
ら
展
示
室
を
閉
室
し
、
資
料
貸
出
・

閲
覧
の
一
部
を
制
限
し
ま
す
。
詳
細
は
同
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館　

田
井
東
浩
平
）

●
新
図
書
館
等
複
合
施
設

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
か
ら
、
高

知
市
立
追
手
前
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
、
新

図
書
館
等
複
合
施
設
の
建
築
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。平
成
29（
２
０
１
７
）年
の
開
館（
予

定
）
に
先
立
ち
、
県
立
図
書
館
と
高
知
市
民

図
書
館
で
は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
６

月
に
両
館
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統
合
を
予
定

し
て
お
り
、
両
館
の
資
料
が
あ
わ
せ
て
貸
出

／
予
約
・
受
取
り
で
き
る
な
ど
、
た
い
へ
ん

便
利
に
な
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
統
合
後
も
、

引
き
続
き
使
用
で
き
る
共
通
利
用
カ
ー
ド
へ

の
更
新
を
お
願
い
し
ま
す
（
従
来
の
カ
ー
ド

は
６
月
以
降
使
え
ま
せ
ん
）。

�

（
高
知
県
立
図
書
館　

上
岡
真
土
）

随想

　

県
都
・
高
知
市
は
、
４
０
０
年
以
上
も

前
、
山
内
一
豊
が
大
高
坂
山
（
高
知
城
）

を
中
心
に
本
格
的
な
市
街
地
形
成
の
建
設

に
取
り
組
ん
だ
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
り
、

城
下
町

4

4

4

と
し
て
の
都
市
的
性
格
を
持
っ
て

い
ま
す
。  

　

こ
の
ま
ち
は
、
お
城
を
中
心
と
す
る
郭か
く

中ち
ゅ
う、
東
は
湊
町
兼
商
人
の
町
と
し
て
の
下し
も

町ま
ち

、
西
は
武
家
に
使
わ
れ
る
人
達
が
多
く

住
み
後
に
は
水
通
町
な
ど
各
種
の
職
人
も

住
む
上か
み

町ま
ち

と
、
城
下
町
全
体
と
し
て
の
都

市
機
能
も
考
慮
さ
れ
た
ま
ち
4

4

と
し
て
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
郭
中
は
追
手
筋4

・
北
門
筋4

な
ど

「
筋
」
と
呼
ば
れ
る
東
西
の
道
と
、
大
橋

通
り
4

4

・
中
ノ
橋
通
り
4

4

な
ど
「
通
り
」
と
呼

ば
れ
る
南
北
の
道
で
整
然
と
町
割
（
都
市

計
画
）
さ
れ
、鍵
道
や
袋
小
路
も
少
な
く
、

そ
の
後
の
高
知
市
中
心
部
の
近
代
道
路
の

骨
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
郭
中
の
中
心
点
と
も
い
え

る
場
所
に
「
新
資
料
館
」、
そ
の
少
し
東

に
は
「
新
図
書
館
」
の
建
設
計
画
が
進
ん

で
い
ま
す
。
山
内
家
資
料
の
保
存
・
継
承

や
近
代
史
研
究
の
拠
点
な
ど
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
掲
げ
る
新
資
料
館
。
県
と
高
知
市
合

同
の
知
恵
を
結
集
し
て
全
国
的
に
も
注
目

さ
れ
て
い
る
新
図
書
館
。
県
都
の
中
心
部

で
の
二
つ
の
施
設
整
備
計
画
に
関
し
て

は
、
都
市
の
全
体
機
能
と
の
関
係
か
ら

様
々
な
意
見
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

れ
で
も
計
画
が
決
定
し
、
現
実
に
整
備
が

進
ん
で
い
る
こ
の
機
に
、
県
都
の
将
来
を

見
据
え
た
都
市
機
能
に
つ
い
て
考
え
る
と

い
う
視
点
も
大
切
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
有
す
る
施

設
の
整
備
に
お
い
て
は
、
単
に
あ
る
地
点

に
新
た
な
施
設
が
誕
生
す
る
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
都
市
の
全
体
的
な
機
能
に

と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、
あ

る
い
は
持
た
せ
る
の
か
と
い
う
視
点
が
極

め
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

城
下
町
建
設
時
、
城
下
経
営
の
基
本
と

な
る
町
筋
と
意
識
し
て
整
備
さ
れ
た
本
町
4

4

界
隈
4

4

は
、
４
０
０
年
経
っ
た
今
で
も
官
庁

街
や
ビ
ジ
ネ
ス
機
能
を
有
し
た
心
臓
部
的

な
場
所
で
す
。
近
年
、
ま
ち

4

4

の
発
展
軸
が

東
部
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
既

存
の
都
市
機
能
の
集
積
、
昼
間
の
人
の
数

や
交
通
の
基
幹
軸
等
を
考
え
る
と
、
城
下

町
の
構
造
を
基
盤
に
し
た
都
市
フ
レ
ー
ム

の
中
心
的
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
集
積
や
動
線
と
の

関
係
、
周
辺
の
他
の
都
市
機
能
と
の
連
携

と
い
っ
た
都
市
全
体
へ
の
波
及
効
果
等
を

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
中
長
期
の
視

点
に
立
っ
て
魅
力
と
活
力
あ
る
都
市
づ
く

り
に
寄
与
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
と
思
え
ま
す
。
そ
の
際
、
人
口
動
向
、

昼
間
と
夜
間
人
口
、
高
齢
化
・
少
子
化
の

進
行
、
交
通
手
段
、
水
辺
や
緑
と
い
っ
た

空
間
環
境
、
近
隣
商
店
街
等
々
の
具
体
的

な
実
態
を
念
頭
に
置
く
こ
と
。
今
後
の
財

政
制
約
等
も
見
据
え
た
都
市
全
体
の
経
営

コ
ス
ト
の
効
率
化
な
ど
も
包
含
し
て
考
え

る
こ
と
な
ど
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
新
資
料
館
基
本
構
想
」
を
読
ま
し
て

い
た
だ
く
と
、基
本
理
念
の
５
番
目
に「
ま4

ち
づ
く
り
な
ど
地
域
振
興

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
の
視
点
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
形
で
実
践
展
開
さ
れ
る
の
か
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

４
０
０
年
以
上
も
前
、
ま
ち
づ
く
り
に

携
わ
っ
た
先
人
た
ち
は
、 

河こ

内う
ち

山や
ま

城
と
い

う
名
称
や
、
郭
中
で
も
中
島
町
・
八
軒
町
・

片
町
と
い
っ
た
地
名
な
ど
か
ら
も
、
洪
水

問
題
な
ど
立
ち
塞
が
る
難
題
と
対
峙
し
な

が
ら
、
都
市
の
全
体
機
能
を
考
え
、
城
下

町
建
設
に
英
知
を
絞
っ
て
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
が
推
察
で
き
ま
す
。

　

今
、
城
下
町
最
大
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
た

る
高
知
城
の
麓
で
、
そ
の
山
内
家
に
ま
つ

わ
る
新
資
料
館
等
の
整
備
に
際
し
、
次
の

世
代
に
ど
ん
な
魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち

4

4

を

演
出
し
て
い
け
る
の
か
…
。
ハ
ー
ド
の
計

画
に
ど
れ
だ
け
の
ソ
フ
ト
の
意
味
を
持
た

し
得
る
の
か
…
。

　

県
都
の
都
市
づ
く
り
の
本
気
度
が
試
さ

れ
て
い
る
時
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
資
料
館
等
の
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
に
よ
せ
て

高
知
県
立
文
学
館

館
長　

元 

吉 

喜 

志 

男

NEWS
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大
方
あ
か
つ
き
館
は
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
に
オ
ー
プ
ン
。
白
砂
青
松
の
景
勝
地
・
入
野
松

原
の
中
に
あ
る
白
亜
の
館
で
す
。
上
林
暁
文
学
館
、
町
立
図
書
館
、
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
、
町
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
か
ら
な
る
文
化
複
合
施
設
で
す
。

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
気
軽
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
町
民
の

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
外
か
ら
の
風
を
受
け
て
ま
ち
の
文
化
が

生
ま
れ
、
発
信
す
る
セ
ン
タ
ー
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
階
文
学
館
に
は
、
郷
土
が
生
ん
だ
私
小
説
作
家
・
上
林
暁
の
写
真
・

原
稿
を
は
じ
め
、
著
書
や
ゆ
か
り
の
品
々
が
展
示
さ
れ
た
常
設
展
コ
ー

ナ
ー
と
企
画
展
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
隣
接
す
る
公
園
内
に
は
、
川

端
康
成
揮
毫
の
「
上
林
暁
生
誕
の
地
」
の
碑
や
「
地
に
散
っ
て
ゐ
る
花

を　

美
し
い
と
お
も
ふ
」
の
文
学
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
、
砂
浜
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
・
は
だ
し
マ
ラ
ソ
ン
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
11
月
、
ら
っ
き
ょ
う
の
花
咲
く
中
で
、
潮
風
の
キ
ル
ト
展
も

開
か
れ
ま
す
。

　

海
で
は
、一
年
中
サ
ー
フ
ィ
ン
に
興
ず
る
若
者
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
、

し
ば
し
ば
沖
の
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
も
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
と
、
こ
こ
で
出
会
え
た
ら
素
敵
で
す
！

�

（
大
方
あ
か
つ
き
館
／
上
林
暁
文
学
館　

山
沖
幸
喜
）

　

横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館
は
、
ま
ん
が
家
と
し
て
初
め
て
文
化
功

労
者
と
な
っ
た
高
知
市
出
身
の
ま
ん
が
家
・
横
山
隆
一
を
顕
彰
す
る

施
設
と
し
て
、平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
４
月
、ホ
ー
ル
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

公
民
館
を
併
せ
持
つ
複
合
文
化
施
設
「
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー

と
」
の
中
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

常
設
展
示
の
「
横
山
隆
一
展
示
室
」
で
は
、
４
コ
マ
ま
ん
が
「
フ

ク
ち
ゃ
ん
」
を
は
じ
め
、
油
彩
画
、
切
り
絵
、
ア
ニ
メ
な
ど
、
横
山

隆
一
の
多
彩
な
作
品
群
を
展
示
す
る
と
同
時
に
、
ア
ト
リ
エ
や
ホ
ー

ム
バ
ー
も
再
現
し
て
お
り
、
そ
の
人
柄
に
も
触
れ
ら
れ
る
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す
。
併
設
す
る
「
ま
ん
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
は
、
高
知
出

身
ま
ん
が
家
作
品
や
、
日
本
ま
ん
が
史
に
残
る
名
作
、
美
術
書
、
ま

ん
が
の
描
き
方
の
指
南
書
な
ど
、
約
１
３
０
０
０
冊
を
無
料
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

館
で
は
、
年
間
４
～
６
回
の
企
画
展
の
ほ
か
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
度
に
は
、
10
回
の
節
目
を
迎
え
た
「
ま
ん
が
の
日
記
念
・
4
コ
マ
ま
ん
が
大
賞
」
の

記
念
誌
を
発
行
し
た
ほ
か
、
隆
一
作
品
の
再
発
信
を
目
指
し
『
横
山
隆
一
の
フ
ク
ち
ゃ
ん
３
６
５
日

＋
１
』
も
出
版
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
高
知
の
ま
ん
が
文
化
の
拠
点
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

�

（
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館　

奥
田
奈
々
美
）

大
方
あ
か
つ
き
館
（
上
林
暁
文
学
館
）

横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館

　

津
野
町
立
図
書
館
か
わ
う
そ
館
は
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
、
町
内
は
じ
め
て
の
図
書
館
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
図
書
館
は
、
旧
保
育
園
を
改
修
し
、
床
や
書
架
な
ど
の
大
部
分
に
県
産
材

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
お
や
こ
読
書
室
」
や
「
授

乳
室
」
な
ど
親
子
利
用
に
も
配
慮
し
、
児
童
書
や
健
康
・

医
療
な
ど
の
暮
ら
し
の
分
野
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
広
い

施
設
を
有
効
活
用
し
、個
別
に
読
書
や
勉
強
の
で
き
る
「
学

習
室
」
や
、
３
世
代
交
流
施
設
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

翌
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
は
、
津
野
町
役
場
西
庁

舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
改
修
し
、
津
野
町
立
図
書
館
虎
太

郎
館
が
２
館
目
の
図
書
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
虎
太

郎
館
は
、
郷
土
史
や
地
場
産
業
の
農
林
業
、
特
産
の
お
茶

に
関
す
る
図
書
も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
両
館
で
計
画
的
に
５
万
冊
以
上
整
備
し
、
イ
ベ

ン
ト
や
行
事
を
展
開
し
な
が
ら
「
津
野
町
の
情
報
庫
」「
本

と
の
出
会
い
の
場
」「
子
ど
も
の
読
書
を
育
て
る
こ
と
」
を

基
本
理
念
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
津
野
町
教
育
委
員
会　

橋
田
佐
智
）

津
野
町
立
図
書
館
か
わ
う
そ
館
／
津
野
町
立
図
書
館
虎
太
郎
館

　

高
知
県
立
美
術
館
は
、
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
11
月
に
高
知
市
高

須
に
開
館
し
ま
し
た
。
蔵
を
思
わ
せ
る
外
観
に
は
、
土
佐
漆
喰
や
多
数

の
水
切
り
瓦
を
用
い
る
な
ど
、
高
知
の
伝
統
建
築
を
そ
の
意
匠
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
や
郷
土
作
家
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
や
年
間
約
４
本
の
特
別
展
は
じ
め
、
併
設
の
能
楽
堂
を
備
え

た
美
術
館
ホ
ー
ル
で
は
、
様
々
な
舞
台
公
演
、
映
画
上
映
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
、
芸
術
文
化
の
発
信
地
と
し
て
、
文
化
活
動
の
拠
点
と

な
る
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
（
平
成
16
年
よ
り
継
続
）、
高
知
県
ゆ
か

り
の
写
真
家
・
石
元
泰
博
氏
の
約
３
万
５
千
枚
の
プ
リ
ン
ト
、
約
15
万

枚
の
フ
ィ
ル
ム
や
関
連
資
料
な
ど
が
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
、

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
に
こ
れ
ら
を
調
査
・
研
究
す
る
「
石
元
泰
博
フ
ォ
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
学
芸

課
内
に
設
置
し
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
２
階
一
部
を
改
修
し
、「
石
元
泰
博
展
示
室
」
を
開
室

し
ま
し
た
。
ま
た
、展
示
室
前
は
、壁
面
い
っ
ぱ
い
に
白
い
書
棚
を
配
置
し
た「
ア
ー
ト
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

当
館
は
、
今
年
開
館
22
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
真
っ
白
な
空
間
の
よ
う
に
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

県
民
の
皆
さ
ま
に
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
展
開
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
高
知
県
立
美
術
館
／
石
元
泰
博
フ
ォ
ト
セ
ン
タ
ー　

影
山
千
夏
）

高
知
県
立
美
術
館
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「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
の

言
葉
で
知
ら
れ
る
物
理
学
者
で
随
筆
家
の
寺
田

寅
彦
（
１
８
７
８
～
１
９
３
５
）
は
、
高
知
県

出
身
の
両
親
の
間
に
生
ま
れ
、
少
年
時
代
を
高

知
の
お
城
下
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

寅
彦
の
研
究
は
、
地
震
の
ほ
か
、
音
響
や
波
、

火
花
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り
ま
す
。

当
時
の
物
理
学
は
、
相
対
性
理
論
な
ど
、
五
感

で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
世
界
も
対
象
と
す
る
現

代
物
理
学
へ
の
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
寅
彦
は
、
流
行
だ
け
を
追
う
の
で
は
な
く
、
身
近
な
不
思
議
に
も
目
を
と
め
、
よ
り

大
き
な
世
界
の
謎
を
解
き
明
か
そ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
寅
彦
は
、
漱
石
門
下
と
し
て
す
ぐ
れ
た
随
筆
を
発
表
し
ま
し
た
。
科
学
を
や
さ
し
く

解
き
明
か
す
子
供
向
け
の
文
、
亡
き
妻
へ
の
思
い
、
文
明
批
判
な
ど
、
淡
々
と
し
た
筆
致
な
が
ら

深
い
印
象
を
残
す
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
今
読
ん
で
も
、
私
た
ち
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

　

今
年
は
、
寅
彦
の
没
後
80
年
で
す
。
高
知
県
立
文
学
館
で
は
、
そ
れ
を
記
念
し
、
寅
彦
と
そ
の

弟
子
に
焦
点
を
当
て
た「
寺
田
寅
彦
と
中
谷
宇
吉
郎
展
」を
冬
に
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、

寅
彦
の
作
品
や
研
究
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

（
高
知
県
立
文
学
館　

永
橋
禎
子
）

　

土
佐
藩
奉
行
職
と
し
て
大
規
模
な
土
木
工
事
や
産
業
開
発
を
推
し
進
め
、
土
佐
藩
・
高
知
県
の
基

盤
を
築
い
た
野
中
兼
山
（
１
６
１
５
～
１
６
６
４
）。
生
誕
４
０
０
年
に
当
た
る
本
年
は
、
兼
山
ゆ

か
り
の
各
地
域
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
行
当
の
切
抜
」
や
「
新
川
の
落
と
し
」
が
あ
り
、
娘
の
婉
が
建
立
し
た
墓
も
残
る
高
知
市
で
は
、

「
兼
山
生
誕
４
０
０
年
祭
記
念
事
業
」
と
し
て
、
６
月
13
日
に
は
墓
前
祭
、
９
月
12
日
に
は
高
知
市

春
野
文
化
ホ
ー
ル
「
ピ
ア
ス
テ
ー
ジ
」
に
て
、記
念
式
典
及
び
記
念
講
演
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
山
田
堰
」
や
「
お
婉
堂
」
が
あ
り
、
兼
山
終
焉
の
地
で
も
あ
る
香
美
市
で
は
、
兼
山
ゆ
か
り
の

地
を
巡
る
史
跡
ツ
ア
ー
が
。
ま
た
、「
河
戸
の
堰
」
が
あ
り
、
兼
山
没
後
に
遺
族
が
幽
閉
さ
れ
た
地

で
も
あ
る
宿
毛
市
で
は
、
宿
毛
歴
史
館
で
の
関
連
企
画
展
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

兼
山
が
領
主
を
務
め
、
実
母
の
秋
田
氏
や
娘
の

墓
も
残
る
本
山
町
で
は
、
９
月
27
日
に
大
原
富
枝

文
学
館
で
関
連
の
文
学
講
座
と
し
て
、
大
原
富
枝

の
代
表
作
で
あ
る
『
婉
と
い
う
女
』
の
輪
読
や
、

土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
の
渡
部
淳
館
長
に
よ

る
、
野
中
兼
山
に
関
す
る
講
演
会
が
開
か
れ
る
予

定
で
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

�
（
高
知
県
立
図
書
館　

渡
邊
哲
哉
）

　

画
家
・
正
延
正
俊
は
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年
、
須
崎
市
に
生
ま
れ
、
高
知
県
師
範
学
校
（
現

在
の
高
知
大
学
）
で
学
び
ま
し
た
。
卒
業
後
、
宇
佐
小
学
校
で
図
工
の
教
員
と
し
て
勤
務
し
、
そ

の
後
東
京
と
神
戸
で
も
小
学
校
の
教
員
を
務
め
な
が
ら
絵
画
の
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
。
昭
和
24

（
１
９
４
９
）
年
、
尖
鋭
的
な
画
家
で
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
も
あ
っ
た
吉
原
治
良
と
出
会
い
、
５
年

後
の
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
吉
原
が
立
ち
上
げ
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
る
前
衛

美
術
家
グ
ル
ー
プ
「
具
体
美
術
協
会
」
の
創
立
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
す
。
嶋
本
昭
三
や
白
髪
一
雄

ら
他
の
メ
ン
バ
ー
が
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
る
傍
ら
で
、
正
延
は
ひ
た
す
ら
精
緻

な
平
面
作
品
を
描
き
続
け
、
そ
の
作
品
世
界
を
深
化
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
７
（
１
９
９
５
）

年
、
逝
去
。
84
歳
で
し
た
。

　

高
知
県
立
美
術
館
で
は
正
延
の
没

後
20
年
を
記
念
し
、
生
活
の
場
で
あ

り
、
ま
た
活
躍
の
舞
台
で
も
あ
っ
た

兵
庫
県
西
宮
市
の
大
谷
記
念
美
術
館

と
の
共
同
企
画
と
し
て
、「
没
後
20
年

具
体
の
画
家
―
正
延
正
俊
」
展
を
開

催
し
ま
す
。
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の

代
表
作
を
一
堂
に
集
め
、
そ
の
知
ら

れ
ざ
る
画
業
を
紹
介
し
ま
す
。

�

（
高
知
県
立
美
術
館　

奥
野
克
仁
）

　

樋
口
真
吉
と
い
う
名
前
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
今
か
ら

２
０
０
年
前
、
幡
多
郡
中
村
（
現
・
四
万
十
市
）
に
生
ま

れ
た
「
坂
本
龍
馬
の
師
」
と
も
い
え
る
人
物
で
す
。

　

真
吉
は
、
19
歳
の
頃
よ
り
学
問
を
志
し
、
そ
の
後
諸
国

を
ま
わ
っ
て
剣
術
（
大
石
流
）
や
砲
術
を
学
び
ま
し
た
。

相
当
な
知
識
人
・
情
報
通
で
あ
り
、
帰
郷
後
に
開
い
た
塾

に
は
多
く
の
門
弟
が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
龍
馬
と
は
嘉

永
3
（
１
８
５
０
）
年
の
四
万
十
川
改
修
工
事
で
出
会
い

ま
し
た
。
そ
の
後
は
長
崎
で
ジ
ョ
ン
万
次
郎
と
対
面
、
江

戸
で
佐
久
間
象
山
に
入
門
す
る
な
ど
、
幕
末
の
重
要
人
物
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

文
久
元
（
１
８
６
１
）
年
に
土
佐
勤
王
党
が
結
成
さ
れ
る
と
、
真
吉
は
同
党
の
土
佐
西
部
に
お
け

る
指
導
者
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
党
首
の
武
市
半
平
太
と
は
一
線
を
画
し
、
過
激
路
線
に
走
ら

な
い
姿
勢
を
見
せ
ま
し
た
。

　

同
年
、
龍
馬
が
勤
王
党
の
密
命
で
長
州
に
行
っ
た
際
、
真
吉
は
「
坂ば

ん

竜り
ゅ
う

飛ひ

騰と
う

」
と
日
記
に
書
き

ま
し
た
。
ま
た
、龍
馬
は
暗
殺
さ
れ
る
直
前
、仲
間
に「
真
吉
に
頼
ん
で
安
全
な
宿
を
探
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
内
容
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。
龍
馬
が
い
か
に
真
吉
を
信
頼
し
て
い
た
か
を
示
す
史
料
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
記
念
館
で
は
、
７
／
18
～
８
／
23
の
間
、
真
吉
と
龍
馬
を
紹
介
す
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。�

（
高
知
市
立
龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
記
念
館　

森
本
琢
磨
）

野
中
兼
山
　
生
誕
４
０
０
年

正
延
正
俊 

没
後
20
年

樋
口
真
吉
　
生
誕
２
０
０
年

寺田寅彦肖像写真
提供：高知県立文学館

正延正俊《作品》1966年
個人蔵

寺
田
寅
彦
　
没
後
80
年

高知県立図書館での野中兼山
関連展示（1月～ 3月）

樋口真吉肖像写真

特 集 メモリアルイヤー 平成 27（2015）年は、坂本龍馬生誕 180 年のほか、
さまざまな高知ゆかりの人物の記念年にあたります。
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レ
会覧展　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
は
四
国
霊
場
開

創
１
２
０
０
年
に
あ
た
る
。
そ
れ
を
記
念
す

る
展
覧
会「
空
海
の
足
音　

四
国
へ
ん
ろ
展
」

が
、
四
国
４
県
連
携
事
業
と
し
て
、
同
年
の

８
月
か
ら
11
月
ま
で
、
高
知
県
立
美
術
館
、

愛
媛
県
美
術
館
、香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

徳
島
県
立
博
物
館
に
て
順
次
、開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、「
四
国
霊
場
」ま
た
は「
八
十
八

カ
所
霊
場
」
を
取
り
上
げ
た
展
覧
会
は
数
多

く
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
札
所
寺
院
の
寺
宝

だ
け
で
な
く
、
四
国
遍
路
が
成
立
し
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
を
合
成
し
た
内
容
の
展
覧
会
は

初
め
て
だ
ろ
う
。

　

各
会
場
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、

見
学
し
た
際
に
気
付
い
た
点
を
述
べ
た
い
。

高
知
編
（
高
知
県
立
美
術
館
）

　

四
国
遍
路
の
形
成
と
展
開
、
そ
し
て
そ
の

背
景
に
つ
い
て
、
考
古
資
料
や
佛
教
美
術
の

諸
作
品
、
資
料
等
に
つ
い
て
探
る
内
容
。
な

か
で
も
第
三
章
と
第
四
章
の
展
示
室
で
は
、

土
佐
の
霊
場
の
宝
物
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
て

い
た
の
で
、「
あ
の
お
寺
の
資
料
、
重
文
な

ん
だ
ね
」、「
こ
の
仏
様
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

家
が
あ
る
所
に
あ
る
よ
ね
」
と
子
ど
も
に
話

し
か
け
る
母
親
の
姿
が
会
場
内
で
よ
く
見
ら

れ
た
。
遍
路
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、国
分
寺
、

土
佐
神
社
な
ど
地
域
に
残
る
歴
史
遺
産
の
紹

介
に
も
な
っ
た
点
が
印
象
に
残
っ
た
。

愛
媛
編
（
愛
媛
県
美
術
館
）

　

空
海
や
山
岳
信
仰
、
補
陀
落
信
仰
、
遊

行
・
廻
国
す
る
聖
た
ち
、
四
国
遍
路
が
大
衆

化
し
て
い
く
過
程
な
ど
、
遍
路
の
歴
史
的
展

開
や
背
景
を
取
り
上
げ
た
内
容
。
愛
媛
大
学

日
本
史
研
究
室
と
愛
媛
美
術
館
と
の
共
同
調

査
（
以
下
「
共
同
調
査
」）
で
明
ら
か
に
な
っ

た
、
第
五
十
二
番
札
所
太
山
寺
の
文
化
財
が

初
公
開
さ
れ
た
。

　

第
三
章
で
愛
媛
県
立
歴
史
文
化
博
物
館
の

「
四
国
遍
路　

歩
い
た
描
い
た
記
録
し
た
展
」

（
平
成
17
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
遍
路
に
関

す
る
企
画
展
の
調
査
・
研
究
活
動
の
実
績
が
、

第
四
章
で
「
共
同
調
査
」
の
成
果
が
そ
れ
ぞ

れ
反
映
さ
れ
て
い
た
。
企
画
展
が
調
査
・
研

究
の
裏
付
け
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
前
面

に
出
て
い
る
も
の
だ
っ
た
。

香
川
編
（
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

　

弘
法
大
師
空
海
ゆ
か
り
の
優
品
に
加
え
、

各
県
の
札
所
等
に
伝
え
ら
れ
た
貴
重
な
文
化

財
を
紹
介
。

　

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
る
県
内
寺

社
総
合
調
査
な
ど
の
研
究
成
果
を
生
か
し
、

札
所
寺
院
等
に
伝
え
ら
れ
た
貴
重
な
作
品

や
、
札
所
の
歴
史
を
物
語
る
縁
起
、
景
観
を

描
い
た
絵
画
作
品
な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

会
場
入
口
を
入
る
と
、
阿
形
・
吽
形
の
金

剛
力
士
像
（
善
通
寺
蔵
）
が
左
右
に
展
示
さ

れ
て
あ
り
、
ま
さ
に
遍
路
の
世
界
の
入
口
に

立
っ
て
い
る
よ
う
な
演
出
効
果
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
ケ
ー
ス
の
壁
面
に
は
霊
場
の
景
観
を

描
い
た
大
き
な
絵
図
、
第
三
章
の
展
示
室
で

は
赤
い
愛
染
明
王
像
（
本
山
寺
）
と
黒
い
大

威
徳
明
王
像
（
根
香
寺
）
と
い
っ
た
大
き
な

仏
像
が
、
ガ
ラ
ス
越
し
で
は
な
く
、
間
近
で

見
ら
れ
る
な
ど
、
演
出
効
果
、
カ
ラ
フ
ル
さ

で
は
最
も
群
を
抜
い
て
い
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
関
心
が
薄
い
人
で
も
、
本
物
の
資
料
が

も
つ
迫
力
を
感
じ
や
す
い
展
示
だ
っ
た
。

　

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
透
明
シ
ー
ル
に
印
字
さ

れ
、
展
示
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
面
に
張
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
手
法
は
、
資
料
自
体
に
ま
ず
目

を
向
け
る
効
果
と
と
も
に
ケ
ー
ス
内
の
資
料

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
反
面
、
展
示

室
と
ケ
ー
ス
両
方
の
照
度
を
暗
く
設
定
し
た

場
合
は
、
文
字
が
見
え
に
く
く
な
る
点
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

徳
島
編
（
徳
島
県
立
博
物
館
）

　

四
国
遍
路
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
、
実

物
資
料
に
よ
っ
て
た
ど
る
こ
と
を
主
眼
と
し

空
海
や
大
師
信
仰
は
も
ち
ろ
ん
、
四
国
遍
路

の
成
立
に
深
く
関
わ
る
熊
野
信
仰
や
修
験
道

に
注
目
す
る
。
ま
た
、
阿
波
の
人
々
の
信
仰

に
深
く
関
わ
る
巡
礼
に
つ
い
て
も
考
察
し
、

四
国
遍
路
を
含
む
巡
礼
文
化
の
世
界
に
分
け

入
っ
た
内
容
。

　

コ
ー
ナ
ー
解
説
パ
ネ
ル
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

は
、
詳
細
な
文
章
の
た
め
、
資
料
そ
の
も
の

を
鑑
賞
す
る
手
引
き
に
な
る
と
と
も
に
、
各

章
の
設
定
お
よ
び
資
料
の
展
示
意
図
が
伝
わ

り
や
す
く
な
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
た
。

　

３
つ
の
展
示
室
は
、
展
示
室
の
設
備
面
と

重
文
資
料
展
示
と
の
兼
ね
合
い
で
、
導
線
確

保
に
苦
労
さ
れ
た
と
思
う
。

　

ま
ず
、
第
１
展
示
室
は
可
動
式
エ
ア
タ
イ

ト
ケ
ー
ス
で
、
迷
路
の
よ
う
に
区
画
し
て

あ
っ
た
。
次
に
、
第
２
展
示
室
は
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
つ
な
が
っ
て
い
る
徳
島
県
立
近
代
美

術
館
の
一
室
、
第
３
展
示
室
は
徳
島
県
立
博

物
館
の
講
演
室
を
充
て
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
目
に
付
く
所
に
矢
印
看
板
と
人
員
を
配

置
し
、
来
館
者
を
誘
導
し
て
い
た
。

　

４
会
場
と
も
内
容
の
充
実
し
た
見
応
え
の

あ
る
展
覧
会
だ
っ
た
。
あ
れ
だ
け
の
展
覧
会

を
行
う
の
に
、
準
備
期
間
が
２
年
で
は
、
そ

の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
現
で
き
た
の
は
、
各

館
と
も
、
遍
路
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
分
野

の
調
査
・
研
究
活
動
、
そ
の
成
果
と
し
て
の

企
画
展
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
原
動
力
と
な
る
の
が
学
芸

員
の
専
門
性
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た

次
第
で
あ
る
。

�

（
中
岡
慎
太
郎
館　

豊
田
満
広
）

四
国
霊
場
開
創
１
２
０
０
年
記
念

「
空
海
の
足
音
　
四
国
へ
ん
ろ
展
」

を
見
学
し
て

ポー ト

高知編　会場風景



6こうちミュージアムネットワーク通信VOl.13

　

こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
公
文
書
保
存
・
利
用
研
究

会
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
域
文

化
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
３
団
体
主

催
に
よ
る
表
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
９
月
７
日

午
後
１
時
―
４
時
30
分
、
高
知
県
立

文
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
知
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

で
、
役
場
や
個
人
が
所
有
し
て
い
る

地
域
史
に
か
か
わ
る
貴
重
な
資
料
が

廃
棄
・
散
逸
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
、

と
い
う
共
通
認
識
の
下
、
こ
の
現
状

へ
の
対
処
法
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。
基
調
講
演
「
震

災
と
文
化
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

―
知
識
循
環
型
社
会
と
記
憶
の
拠
点

化
」
に
東
京
大
学
の
吉
見
俊
哉
教
授

を
迎
え
、「
高
知
県
立
図
書
館
の
地

域
資
料
―
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
上

岡
真
土
氏（
高
知
県
立
図
書
館
）、「
こ

う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

去
る
平
成
26（
２
０
１
４
）年
10
月
15
日
に

グ
ラ
ン
ト
シ
マ
ウ
マ
の
ラ
ン
が
32
歳
６
ヶ
月

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
当
時
日
本
最
高
齢
の

シ
マ
ウ
マ
で
あ
り
、
日
本
の
過
去
の
飼
育
記

録
で
も
２
番
目
の
長
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
は
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
に
宮
崎

市
か
ら
高
知
市
に
や
っ
て
き
て
お
り
、
今
で

は
高
知
市
立
動
物
園
時
代
を
知
る
数
少
な
い

動
物
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
９
頭
の
仔
を
も
う

け
、
最
後
の
子
供
の
キ
キ
と
一
緒
に
晩
年
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ラ
ン
と
キ
キ
、
オ
ス
シ
マ

ウ
マ
の
ペ
レ
ッ
ト
の
３
頭
が
座
っ
て
の
ひ
な

た
ぼ
っ
こ
は
、
ア
ニ
マ
ル
ラ
ン
ド
の
ち
ょ
っ

と
し
た
名
物
だ
っ
た
の
で
、
も
う
見
ら
れ
な

い
と
思
う
と
さ
み
し
い
で
す
。
ラ
ン
は
人
懐

こ
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
ね
だ
っ
て
飼
育
員
に

ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
シ
マ
ウ
マ
ら
し
か
ら
ぬ
穏
や
か
で
お
お
ら
か

な
性
格
が
、
長
生
き
で
き
た
秘
訣
で
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
シ
マ
ウ
マ
と
し
て
市
民
の

皆
様
に
愛
さ
れ
た
ラ
ン
の
一
生
は
、
幸
せ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

（
わ
ん
ぱ
ー
く
こ
う
ち
ア
ニマ
ル
ラ
ン
ド　

吉
澤
未
来
）

国
内
最
高
齢

グ
ラ
ン
ト
シ
マ
ウ
マ
死
去

の
地
域
資
料
保
存
に
向
け
た
取
り
組

み
」
田
井
東
浩
平
氏
（
土
佐
山
内
家

宝
物
資
料
館
）、「
高
知
の
近
代
史
史

料
―
歴
史
研
究
の
現
場
か
ら
―
」
小

幡
壮
氏（
高
知
大
学
）、「『
歴
文
規
程
』

と
徳
島
県
立
文
書
館
」
金
原
祐
樹
氏

（
徳
島
県
立
文
書
館
）
の
報
告
で
前

半
を
構
成
、
後
半
は
各
登
壇
者
間
で

議
論
を
深
め
た
後
、
会
場
か
ら
の
質

問
に
答
え
る
時
間
も
設
け
ま
し
た
。

　

県
内
の
地
域
史
料
保
存
・
公
開
施

設
で
は
、
そ
の
容
量
が
ほ
ぼ
す
べ
て

限
界
に
達
し
て
い
る
と
い
う
現
状
が

確
認
さ
れ
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
現

在
計
画
さ
れ
て
い
る
と
い
う
県
立
公

文
書
館
に
期
待
す
る
し
か
な
い
の
で

は
な
い
か
、
ま
た
そ
こ
に
は
専
門
の

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
、
一
応
の
意
見
の
集

約
を
見
ま
し
た
。

　

教
員
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
と
い
う

中
学
生
の
グ
ル
ー
プ
を
含
め
、
多

様
な
年
齢
層
に
わ
た
る
参
加
者
は

１
０
０
名
を
超
え
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら

の
注
目
度
も
高
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
し
た
。
９
月
高
知
県
議
会
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
（M

useum

）、
文
書
館

（A
rchives

）、図
書
館
（Library
）、

大
学
（U

niversity

）、
高
知
で
最

初
のM

A
LU
I

連
携
の
催
し
と
し
て

も
記
録
さ
れ
る
べ
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
し
た
。

　

詳
細
は
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）

年
９
月
23
日
付
高
知
新
聞
朝
刊
紙
上

で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人

地
域
文
化
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

中
村
茂
生
）

活動
報告

シンポジウム
私たちの歴史を守るために
―地域史料・公文書・個人記録の保存と継承

【
企
画
調
整
部
会
】

・
総
会	

平
成
26
年
6
月
11
日

・
幹
事
会	

平
成
26
年
11
月
6
日

		


平
成
27
年
5
月
29
日

【
研
修
企
画
部
会
】

・
情
報
交
換
会
（
6
月
11
日
）

①
「
豊
永
郷
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て
」

　

釣
井
龍
秀
（
定
福
寺
宝
物
館
・
豊
永
郷
民
俗
資
料
館
）

②
「
吉
井
勇
記
念
館
の
地
域
連
携
事
業
」

　

柳
瀬
美
紀
（
香
美
市
立
吉
井
勇
記
念
館
）

③
「
海
洋
堂
か
っ
ぱ
館
に
つ
い
て
」

　

桐
越
浩
一
郎
（
株
式
会
社
奇
想
天
外
）

④
「
石
元
泰
博
フ
ォ
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
石

元
泰
博
展
示
室
整
備
に
つ
い
て
」

　

影
山
千
夏
（
高
知
県
立
美
術
館
）

・
研
修
会

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
共
催
）（
9
月
7
日
）

　
「
私
た
ち
の
歴
史
を
守
る
た
め
に

－

地
域
資

料
・
公
文
書
・
個
人
記
録
の
保
存
と
継
承
」

　

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館

②
施
設
見
学
会
（
3
月
23
日
）

　

見
学
施
設
：「
海
洋
堂
か
っ
ぱ
館
」「
民
具
館
・

古
渓
城
」「
旧
都
築
半
平
別
邸
」

【
教
育
普
及
部
会
】

・「
こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門

的
職
員
名
簿
２
０
１
４
」
作
成

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

・
高
知
市
広
報
「
あ
か
る
い
ま
ち
」
コ
ラ
ム
『
歴

史
万
華
鏡
』
リ
レ
ー
連
載

【
会
報
誌
編
集
担
当
者
会
】

・
会
報
誌
13
号
編
集

【
新
入
会
員
】（
平
成
26
年
5
月
～
平
成
27
年
4
月
）

・
津
野
町
立
図
書
館
虎
太
郎
館

・
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

・
大
方
あ
か
つ
き
館
（
上
林
暁
文
学
館
）

・
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会 
室
戸
研
究
基
地

ほ
か
、
個
人
会
員
2
名

平
成
26
年
度
の
活
動
報
告
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う
。

　

資
料
の
救
出
で
は
、
収
蔵
資
料
に
対
す
る

被
災
時
応
急
処
置
を
「
全
く
知
ら
な
い
」
施

設
や
、
修
復
な
ど
の
相
談
先
に
つ
い
て
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
施
設
も
あ

る
。
教
育
委
員
会
側
は
、
資
料
被
災
時
の
相

談
先
が
あ
る
と
11
件
が
回
答
。
そ
れ
は
県
教

委
を
指
す
よ
う
だ
。「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
」が
６
件
。
不
明
点
を
共
有
し
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
取
組
が
望
ま
れ
る
。

　

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
は
85
％
の
施

設
が
認
知
。
だ
が
、
レ
ス
キ
ュ
ー
の
基
と
な

る
リ
ス
ト
の
整
備
や
、
人
的
な
交
流
で
事
前

減
災
に
取
り
組
む
こ
と
に
、
積
極
的
に
「
取

り
組
み
た
い
」
と
答
え
た
の
は
６
施
設
。
他

施
設
・
他
地
域
へ
の
援
助
活
動
に
は
、
何
ら

か
の
協
力
が
可
能
な
の
は
４
施
設
。
施
設
に

決
定
権
が
な
い
、
予
算
・
人
員
的
に
難
し

い
と
し
た
と
こ
ろ
が
半
数
以
上
だ
。
教
育

委
員
会
で
は
70
％
の
認
知
度
だ
が
、「
レ
ス

キ
ュ
ー
事
業
は
教
育
委
員
会
の
要
請
に
応

じ
て
行
わ
れ
る
」
こ
と
は
６
割
が
知
ら
な

い
。

　

資
料
台
帳
も
半
数
の
施
設
が
不
十
分
。
教

育
委
員
会
側
も
事
前
の
減
災
活
動
へ
は
「
取

り
組
み
た
い
が
予
算
・
人
員
的
に
難
し
い
」

「
担
当
課
で
は
決
め
ら
れ
な
い
」
が
大
半
と

な
り
、
救
助
を
受
け
る
体
制
す
ら
不
十
分
と

い
う
高
知
の
現
状
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

（
奈
良
大
学
文
化
財
歴
史
学
科
学
生

　

田
所
菜
穂
子
）

　

か
つ
て
の
日
本
は

「
貿
易
立
国
」「
産
業

立
国
」
で
あ
り
、
そ

れ
ら
が
日
本
経
済
を

牽
引
し
て
い
た
。
そ

れ
だ
け
で
は
た
ち
ゆ

か
な
く
な
っ
た
現

在
、
日
本
は
「
観
光

立
国
」
な
ど
、諸
ジ
ャ

ン
ル
に
お
い
て
「
○

○
立
国
」
を
唱
え
、

新
た
な
起
爆
剤
を
探
し
て
い
る
。
し

か
し
、
日
本
に
は
長
い
歴
史
か
ら
生

ま
れ
た
数
々
の
文
化
財
は
も
ち
ろ
ん
、

近
年
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
な
ど
に
い

た
る
ま
で
、
多
く
の
文
化
資
源
が
あ

る
。
そ
れ
ら
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
っ
て
世

界
へ
発
信
す
る
こ
と
が
日
本
の
発
展

に
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
本
書
の
い

う
「
ア
ー
カ
イ
ブ
立
国
」
の
骨
子
で

あ
る
。

　

本
書
は
、
識
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
文
化
戦
略
会
議
に
よ
る
「
ア
ー

カ
イ
ブ
立
国
宣
言
」
に
は
じ
ま
る
。

そ
し
て
、
そ
の
宣
言
を
補
完
す
る

と
い
う
意
味
で
鼎
談
、
各
分
野
か

ら
の
現
状
報
告
と
続
く
。
宣
言
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ナ

（Europeana
）」
の
よ
う
な
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
を
日
本
が
お
こ

な
う
た
め
の
提
言
を
4
つ
挙
げ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
が
日
本
の
問
題
点
を

指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
か
で

も
著
作
権
な
ど
の
権
利
不
明
作
品（
い

わ
ゆ
る
「
孤
児
作
品
」）
の
適
法
か
つ

迅
速
な
利
用
を
可
能
と
す
る
法
整
備

の
実
施
と
い
う
提
言
は
、
多
く
の
人
々

に
と
っ
て
共
感
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
続
く
鼎
談
は
、「
ア
ー
カ
イ

ブ
と
は
文
化
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
こ
な
わ
れ
、
共
有

財
産
と
し
て
の
文
化
が
持
つ
意
味
を

問
う
も
の
で
あ
る
。
現
状
報
告
は
、

書
籍
や
マ
ン
ガ
、
映
画
、
ア
ニ
メ
、

地
域
文
化
、
災
害
記
録
な
ど
の
ア
ー

カ
イ
ブ
化
の
取
組
を
各
関
係
者
が
紹

介
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ル
が
多
岐
に

渡
っ
て
い
る
の
で
、
読
者
が
そ
れ
ぞ

れ
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
み
つ
け
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

日
本
の
文
化
施
設
に
関
わ
る
者
と

し
て
は
、
日
常
的
に
取
り
扱
い
な
が

ら
も
、
と
も
す
れ
ば
「
日
陰
者
」
の

扱
い
を
受
け
る
資
料
が
日
本
を
救
う

資
源
に
な
る
と
い
う
主
張
に
、
何
だ

か
勇
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
次
第
で
あ
る
。

�

（
高
知
市
民
図
書
館　

徳
平　

晶
）

災
害
に
備
え
、
文
化
財
の
減
災
を
考
え
る

　

近
年
の
災
害
経
験
を
経
て
、
地
域
の
記
憶

が
残
ら
な
け
れ
ば
真
の
復
興
は
な
い
と
の
認

識
が
広
ま
っ
た
。
被
災
文
化
財
等
の
救
出
意

義
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
事
前
取
り
組
み
で
減

災
で
き
る
と
判
っ
て
き
た
。
受
援
（
援
助
を

受
け
る
）計
画
の
必
要
性
も
言
わ
れ
て
い
る
。

で
は
、
高
知
の
現
状
は
ど
う
か
？　

平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
夏
、
こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
施
設
と
県
下
教
育
委

員
会
に
対
し
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
。

　

ま
ず
問
題
は
職
員
・
利
用
者
に
対
す
る
備

え
だ
。
職
場
で
の
被
災
へ
の
備
え
、
職
員
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
未
検
討
の
施
設
・

自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
１
／
４
。
被
災
後
の
指

示
体
系
の
確
立
も
未
検
討
自
治
体
が
多
い
。

利
用
者
へ
の
備
え
に
半
数
以
上
が
避
難
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
が
、
浸
水
、
道
路
寸
断
な

ど
、
施
設
内
に
留
ま
る
方
が
安
全
な
場
合
も

あ
り
、
様
々
な
想
定
が
必
要
だ
。

　

文
化
財
等
救
出
の
現
場
で
は
、
事
前
の
資

料
所
在
把
握
が
迅
速
な
救
援
に
必
要
だ
と
反

省
が
出
て
い
る
が
、
高
知
で
も
文
化
施
設
所

蔵
以
外
の
地
域
資
料
の
把
握
は
不
十
分
で
、

更
に
、
所
在
調
査
の
取
り
組
み
に
「
協
力
で

き
な
い
」
と
す
る
自
治
体
も
あ
っ
た
。
理
由

は
人
員
不
足
だ
。
全
国
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
資

料
ネ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
る
の
も
、
自
治

体
に
は
頼
れ
な
い
と
い
う
現
状
か
ら
だ
ろ

コ　

ラ　

ム

アーカイブ立国宣言
日本の文化資源を活かすために必要なこと

「アーカイブ立国宣言」編集委員会編　2014 年
ポット出版刊　2,300 円 + 税

回
答
数

施
設
ア
ン
ケ
ー
ト�

19
／
48

教
育
委
員
会
ア
ン
ケ
ー
ト�

19
／
37
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名　　　　称 〒 住　　　所 電　話 FAX HP 休 ※は年末年始等特別休館日あり
安芸市立書道美術館 784-0042 安芸市土居 953- イ 0887-34-1613 0887-34-1613 × 月（祝日開館） ※
安芸市立歴史民俗資料館 784-0042 安芸市土居 953- イ 0887-34-3706 0887-34-3706 ○ 月（祝日開館、東部博期間中無休） ※
いの町紙の博物館 781-2103 吾川郡いの町幸町110-1 088-893-0886 088-893-0887 ○ 月（祝日の場合は翌日）
いの町立吾北中央公民館 781-2401 吾川郡いの町上八川甲2010 088-867-2133 088-867-2773 × 日祝 ※
絵金蔵 781-5310 香南市赤岡町 538 0887-57-7117 0887-57-7117 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
越知町立横倉山自然の森博物館 781-1303 高岡郡越知町越知丙 737-12 0889-26-1060 0889-26-0620 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
大方あかつき館（上林暁文学館） 789-1931 幡多郡黒潮町入野 6931-3 0880-43-2110 0880-43-0222 ○ 木祝、月末金 ※
海洋堂かっぱ館 786-0322 高岡郡四万十町打井川 685 0880-29-3678 0880-29-3679 ○ 火（祝日の場合は翌日）
海洋堂ホビー館四万十 786-0322 高岡郡四万十町打井川 1458-1 0880-29-3355 0880-29-3356 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※

香美市立美術館 782-0041 香美市土佐山田町 262-1
プラザ八王子 2F 0887-53-5110 0887-53-5498 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※

香美市立やなせたかし記念館 781-4212 香美市香北町美良布 1224-2 0887-59-2300 0887-57-1410 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※
香美市立吉井勇記念館 781-4247 香美市香北町猪野々 514 0887-58-2220 0887-57-5995 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※
高知県文化財団 781-8123 高知市高須 353-2 高知県立美術館内 088-866-8013 088-866-8008 ○ 土日祝 ※
高知県文化推進課 780-8570 高知市丸ノ内 1-2-20 088-823-9790 088-823-9296 ○ 土日祝 ※
高知県立足摺海洋館 787-0450 土佐清水市三﨑字今芝 4032 0880-85-0635 0880-85-0650 ○ 12 月第 3 木
高知県立坂本龍馬記念館 781-0262 高知市浦戸城山 830 088-841-0001 088-841-0015 ○ 無休
高知県立大学総合情報センター図書館 780-8515 高知市永国寺町 2-22 088-821-7129 088-821-7130 ○ 日祝、第 1 水 ※
高知県立図書館 780-0850 高知市丸ノ内 1-1-10 088-872-6307 088-872-6479 ○ 月祝、月末金 ※
高知県立のいち動物公園 781-5233 香南市野市町大谷 738 0887-56-3500 0887-56-3723 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
高知県立美術館 781-8123 高知市高須 353-2 088-866-8000 088-866-8008 ○ ※
高知県立文学館 780-0850 高知市丸ノ内 1-1-20 088-822-0231 088-871-7857 ○ ※
高知県立埋蔵文化財センター 783-0006 南国市篠原 1437-1 088-864-0671 088-864-1423 ○ 土日祝（講座等開催日開館） ※
高知県立牧野植物園 781-8125 高知市五台山 4200-6 088-882-2601 088-882-8635 ○ ※
高知県立歴史民俗資料館 783-0044 南国市岡豊町八幡 1099-1 088-862-2211 088-862-2110 ○ ※
高知市生涯学習課 780-8529 高知市九反田 2-1 かるぽーと 8F 088-821-9215 088-821-9217 ○ 日月祝 ※
高知市春野郷土資料館 781-0304 高知市春野町西分 340 088-894-2805 088-894-2812 ○ 月祝・20 日（詳細は館 HP 参照）※
高知城 780-0850 高知市丸ノ内 1 丁目 2-1 088-824-5701 088-824-9931 ○ ※
高知市民権・文化財課 780-8010 高知市桟橋通 4 丁目 14-3 088-832-7277 088-831-3378 ○ 土日祝 ※
高知市立市民図書館 780-0870 高知市本町 5 丁目 1-30 088-823-9451 088-823-9352 ○ 月祝・20 日 ※
高知市立自由民権記念館 780-8010 高知市桟橋通 4 丁目 14-3 088-831-3336 088-831-3306 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
高知市立龍馬の生まれたまち記念館 780-0901 高知市上町 2 丁目 6-33 088-820-1115 088-822-1835 ○ 無休
香南市文化財センター 781-5423 香南市香我美町山北 1553-1 0887-54-2296 0887-54-2433 × 土日祝（第 4 日曜は開館） ※
古渓城 786-0002 高岡郡四万十町見付 665 0880-22-1654 × 事前申込
子どものための民具体験館 780-0861 高知市升形 5-29 088-822-1764 088-822-1843 × 事前申込
金剛頂寺霊宝館 781-7108 室戸市元乙 523 0887-23-0026 0887-23-0726 × 事前申込、1/1 ～ 1/8・旧暦 3/21 開館
佐川町立佐川地質館 789-1201 高岡郡佐川町甲 360 0889-22-5500 0889-22-5511 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
佐川町立青山文庫 789-1201 高岡郡佐川町甲 1453-1 0889-22-0348 0889-20-9009 ◯ 月（祝日の場合は翌日） ※
四国自然史科学研究センター 785-0023 須崎市下分乙 470-1 新荘公民館内 0889-40-0840 0889-40-0840 ○ 土日祝 ※
四万十市立郷土資料館 787-0000 四万十市中村字土居山 2356 0880-35-4096 0880-35-4096 ○ ※
四万十町立美術館 786-0004 高岡郡四万十町茂串町 9-20 0880-22-5000 0880-22-5001 × 月祝 ※
定福寺土佐豊永万葉植物園 789-0167 長岡郡大豊町粟生 158 0887-74-0301 0887-74-0302 ○ ※
定福寺宝物館 789-0167 長岡郡大豊町粟生 158 0887-74-0301 0887-74-0302 ○ ※
ジョン万次郎資料館 787-0337 土佐清水市養老 303 0880-82-3155 0880-82-3156 ○ 無休
宿毛市立坂本図書館 788-0001 宿毛市中央 2-7-14 0880-63-2654 0880-63-0155 ○ 月祝 ※
宿毛市立宿毛歴史館 788-0001 宿毛市中央 2-7-14 0880-63-5496 0880-63-1319 ○ 月（祝日の場合は翌日） ※
須崎市立図書館 785-0013 須崎市西古市町 6-15 0889-42-2141 0889-42-2141 × 月祝 ※
創造広場アクトランド 781-5233 香南市野市町大谷 928-1 0887-56-1501 0887-56-1506 ○ 無休
竹林寺宝物館 781-8125 高知市五台山 3577 088-882-3085 088-884-9893 ○ 無休
津野町立図書館かわうそ館 785-0202 高岡郡津野町姫野々 433-2 0889-55-3001 0889-55-3555 ○ 火祝・第 4 金 ※
津野町立図書館虎太郎館 785-0501 高岡郡津野町力石 2870 0889-62-3555 0889-62-3555 ○ 火祝・第 4 金 ※
特定非営利活動法人 黒潮実感センター 788-0343 幡多郡大月町柏島 625 0880-62-8022 0880-62-8023 ○ 土日（10 ～ 6 月）・月（7 ～ 9 月）
特定非営利活動法人 高知こどもの図書館 780-0844 高知市永国寺町 6-16 088-820-8250 088-820-8251 ○ 火木
特定非営利活動法人 地域文化資源ネットワーク 781-5103 高知市大津乙 472-1-101 080-6721-3074 ◯
土佐市立市民図書館 781-1101 土佐市高岡町甲 2177 088-852-3333 088-852-3484 ○ 月祝 ※
土佐山内家宝物資料館 780-0862 高知市鷹匠町 2 丁目 4-26 088-873-0406 088-873-0406 ○ 展示室閉室（詳細は館 HP 参照）

豊永郷民俗資料館 789-0167 長岡郡大豊町粟生 158 0887-74-0305 0887-74-0302 ◯ 再建のため休館中（平成27年11月まで）
中岡慎太郎館 781-6449 安芸郡北川村柏木 140 0887-38-8600 0887-38-8601 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※
中村時計博物館 783-0011 南国市後免町 1 丁目 5-26 088-864-2458 088-864-5249 ○ 無休
日本ウミガメ協議会 室戸研究基地 781-7101 室戸市室戸岬町 701 0887-22-1685 0887-22-1685 ○ 不定休
平和資料館草の家 780-0861 高知市升形 9-11 088-875-1275 088-821-0586 ○ 水日祝
民間非営利団体 高知文化財研究所 782-0016 香美市土佐山田町山田 1645 0887-52-0736 0887-52-0736 ×
室戸ジオパーク推進協議会 781-7101 室戸市室戸岬町 1810-2

室戸世界ジオパークセンター内 0887-22-5161 0887-23-1618 ○ 無休
横山隆一記念まんが館 780-8529 高知市九反田 2-1 かるぽーと内 088-883-5029 088-883-5049 ○ 月（祝日開館） ※
龍河洞博物館 782-0005 香美市土佐山田町逆川 1434 0887-53-4376 0887-53-2145 ○ 無休
藁工ミュージアム 780-0074 高知市南金田 28 088-879-6800 088-879-6800 ○ 火（祝日の場合は翌日） ※
わんぱーくこうちアニマルランド 780-8010 高知市桟橋通 6丁目 9-1 088-832-0189 088-834-0929 ○ 水（祝日の場合は翌日） ※

●こうちミュージアムネットワーク　会員一覧●� （団体会員のみ）
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